




















































































































































































































らfreeである」という用法しかない。Honor, justice, internationalism, science, Democracyといった語
彙は消去され、代わりにcrimethinkやoldthinkという語にまとめられてしまった。ここに見られるのは、
ものごとを疑ってかかること、精密に考えようとするのは危険なことだ、という考え方だ。
　 現実にも、人々は徐々にnewspeakをしゃべるようになってきている。たとえば「むかつく」とか「感
動」という語がそうだ。気に入ったり気に入らなかったりということはある。そのとき、なるべく精密にど
こがどんな風に気に入ったのかを述べようとすること、議論することを放棄すると、人々は自分から
newspeakに陥っていく。
　残念なことに、我々の世界では、「政治的リーダー」とされる人々が率先してnewspeakを語る。精密で
批判的な思考を可能にする豊かな概念と語彙は、われわれが精神の自由を獲得するために、前世代かがわれ
われに託した貴重な贈り物なのにもかかわらず。子どもにホワイトハウスはどんなところかを聞かれて、
「…白いよ」と答えた某国大統領がいたことを思い出す。
2　常識としてまもるべきポイント
（1）必ずstapler（ホッチキス）でとめる。クリップはダメ。バラバラになることがある。バラバラになっ
て誰のだか分からなくなったら本人の責任だ。
（2）各ページに番号を打つ。
（3）表紙をつけて、科目名、学部学科、学生番号、氏名を明記する。学生番号だけで学部・学科を書いて
いないと、採点表に記入するときタイヘンなのよ。
（4）「だ/である」体で書く。しかし、文末に「～である」が連続すると非常に読みづらい上に、大げさ
で滑稽な感じがする。文末はうまく散らすこと。
（5）とにかく一文一文を短くし、簡潔な文章にする。文章が苦手な人は、一つの文が長くなる傾向があ
る。一つの文でいろんなことをいっぺんに言おうとして、文がぐじゃぐじゃになる。これだけの内容を一つ
の文に破綻なく表現することは自分の現在の文章力では無理だと自覚して、いくつかの短い文に分割して表
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現する。
（6）「～だが、～」とか「～であり、～であり、～であり～」というつなぎ方は文を止めどもなく長くす
るのでダメ。それぞれ「～である。しかし～」、「～である。また～である。さらに～である。」とする。
（7）体言止めはしない。格好悪いぞ。
（8）書き出しと文の終わりが対応していない文（ねじれ文）を避ける。対応がとれているかを常にチェッ
クする。たとえば、「なぜなら」で始まったら「だからである」で終わる。「○○とは」で始めたら「～の
ことである」か「～のことを意味する」で終わらないとおかしい。「その理由としては」で始めたら「～と
いうことが指摘できる」とか「～ということが考えられる」などで終わらなければならない。
（9）主語と述語が対応するよう気をつける。主語だけあって述語がないとか、その逆になっていないかを
チェックする。たとえば、「私たちはたいていの人が図が分かりやすいと思う」は「私たち」「たいていの
人が」「図が」と３つ主語があるのに、述語は「分かりやすい」「思う」の２つしかないので、意味不明に
なっている。
（10）口語と文語の違いに気を配る。口語は使わない。たとえば、接続詞として「なので、」からはじま
る文はダメ。
（11）専門用語の定義については、国語辞典（広辞苑とか）は信用できない。せめて百科事典や入門書・
専門書等を参照する。
（12）適切に段落分けをする。内容の塊ごとに段落分けする。一文ごとに改行してよいのは携帯メールだ
け。
（13）必ず読み直して誤字脱字がないか確認してから提出する。
3　細かな文章作法
（1）日本語の文章中で使ってはいけない記号。〈　 〉（山括弧）、“　 ”（引用符）などは使ってはいけな
い。括弧としては「　 」を使う。その他、「＝」「←」「※」などの記号は、 自分用のメモや授業用の資
料ならともかく、人に読ませる文章中では使わない。言葉で表現する。
（2）「　」（カギ括弧）の使い方。「　」を濫用しない。「　」を使うのは、（1）他の人の発言や書物
の中の言葉を引用するとき、（2）言葉そのものについて話をするとき、（3）普通とは異なる意味で言葉
を使うとき、の３つだけ。これ以外は「　」の使用を控えるのが、わかりやすい文章を書くこつ。何となく
強調のために「　 」を使ってはいけない。二重カギ括弧『　 』は、（1）書名・映画名などの作品名、
（2）「　」の中でもういちどカッコをつかいたいとき、に限って使う。
（3）名詞・形容詞・動詞・形容動詞以外にやたらと漢字を使わない。「全て」「～の為」「～の様に」
「出来る」「何故」などはダメ。
（4）段落の冒頭は必ず１字分下げること。
（5）人名の表記法。①超有名な人は、「プラトン」「ニュートン」「シェークスピア」などでよし。②そ
れほどでもない人は、最初に出てくるときにはフルネーム。「ラミス」ではなく「ダグラス・ラミス」と書
く。二回目からは「ラミス」でよし。「氏」とかはいらない。人名を間違えるのは致命的に格好悪い。かつ
てあった例としては「スタンリー・キューブリック」という映画監督の名前を「スタンブリーキュービッ
ク」としたものがあった。恥ずかしい。
（6）メールでレポートを提出するときには、機種依存文字に注意。「①」などの丸数字、「Ⅲ」などの
ローマ数字等々は機種依存文字と言われる。OSによって、割り当てているコードが異なる文字のこと。自
分のパソコンのOSと相手のパソコンのOSが異なると正しく表示されなくなってしまう。ウィンドウズユー
ザーがメールで「①」を使うと、Macでは、「(日)」という意味不明の文字に化ける。メールでのコミュニ
ケーションでは使ってはならない。機種依存文字についてはhttp://www.geocities.co.jp/SiliconValley-
SanJose/5148/moji/などのサイトが参考になる。
（7）アラビア数字、欧文文字は半角文字。１２３４ ａｂｃｄはダメ。1234 abcdで。
4　文章ヘタ夫くんの使いがちな表現ベスト10　これを避けるだけで文章がうまそうに見える
（1）「ここでレポートを終わりにする」「以上で終わりとする」。結婚式のスピーチじゃないんだから。
（2）「ここで、「スキーマ」という単語の意味がわからなかったので、調べてみたら、」。言葉の意味を
調べるのは大変結構なのだが、調べましたよということまでレポート中に書く必要はない。「ここで言う
「スキーマ」とは、」という具合に調べた結果だけ書けばよい。
（3）「次に○○について見る」。典型的なヘタ夫表現。○○について「批判的に検討する」のか「簡潔に
紹介する」のか「背景を遡る」のか、自分でも何を書くつもりなのかわかっていないので「見る」とか「見
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ていく」といった曖昧な表現でごまかす。そういう魂胆は教員にはお見通しなのだ。
（4）「ここで○○について考えてみる」。いきなり「ここで」と言われても、前に書いてあったこととど
ういう繋がりがあるのか分からず読者はとまどう。「ここで～する」というのは、文章をどう繋いでよいか
分からなくなった人が逃げ道として使いたがる表現なので、これを多用すると、文章がヘタに見える。つい
でに言うと、「考えてみる」は（3）と同様に、避けるべき表現。
（5）「（幼稚な指摘かもしれないが）」のようなセルフ・ツッコミは見苦しい。自分の考えが幼稚かもし
れないと思ったら、もう少し、調べて考えを深めればよいだけのことだ。だいいち、（　）をあまり使って
はいけない。
（5）「何をするかどうかに左右される」。「どうか」は余計。「相手が何をするかに左右される」。
（6）「倫理感」「価値感」。これ、ハゲシク頭の悪い印象を与える表現。正しくは「倫理観」「価値
観」。あなたにとって、倫理って「感じ」の問題でしかないのね、と思われてしまう。
（7）「○○について検証する」。検証というのは、仮説が正しいかどうかを実験や調査を通じて確かめ
る、という意味なので、ただ単に「～について詳しく調べてみる」という意味で使うのはヘン。
（8）自分のことを「生徒」、大学を「学校」と呼ぶ。明治時代ならいざ知らず、現代では「生徒」は高校
生までを指す言葉である。大学では「学生」と言う。最近、大学を「学校」、自分たちのことを「生徒」と
呼ぶ学生が増えており、教育学の人たちは、これは学生の幼稚化の現れだとして「学生の生徒化現象」と呼
んでいる。
（9）幼稚語。「細胞がホルモンを出す」「授業で大学史をやる」「すごく」のたぐい。「出す」だったら
「分泌する」「公布する」「宣言する」「派遣する」「発射する」「出資する」「投資する」「発表する」
などに書き分けるべし。ということは、語彙を増やさねばならんというこっちゃ。
（10）「～であるのである」。大昔の政治家の演説のようで滑稽。
5　引用の作法
（1）他の人が書いた文章を引用するときは、必ず①カギ括弧「　 」で括るか、②段落をあらためて、一字
分左端を引っ込めて（カギ括弧はいらない）、引用であることを明示する。さらに、どこからその文章を
とってきたかを（　）内に示すか、注で示す。②は次のような具合。
最後に、哲学のさまざまな教説ならびに論証の誤った諸規則からも、人間のこころに入り込んだ「イドラ」
があり、これを我々は「劇場のイドラ」と名づける。なぜならば、哲学説が受け入れられ見いだされた数だ
け、架空的で舞台的な世界を作り出すお芝居が、生み出され演ぜられたと我々は考えるからである。（フラ
ンシス・ベーコン『ノヴム・オルガヌム』岩波文庫、pp. 84-86）
（2）ページ数は「173頁」とか「p. 173」と表記する。引用箇所が複数ページにわたる場合は「pp. 
45-46」と書く。「p.」のうしろのピリオドを忘れてはいけない。
（3）引用文は原則として一字一句正確に、かなづかいや文字遣いも引用元にあわせる。こちらで好きなよ
うに省略したり要約してはいけない。やむを得ず一部を省略したときは（中略）と書く。
（4）レポートや論文には文献リストをつける。著者、『タイトル』、 出版社、出版年、訳者（翻訳の場
合）を明記する。
（5）引用でなくとも、他人から主張やアイディアを借りてきたときには、どこからとってきたのか典拠を
つける。やりかたは上記と同じ。
6　web pageの利用法など
　 小学生の調べ学習ではないので、大学生はwebページ上の情報の信頼性チェックができなくてはいけな
い。
（1）日本語版wikipediaの記事は、いまのところかなり信頼性の低いものが多いので、原則として使って
はいけない。本や百科事典等で調べることができない項目であるなどの理由で、やむをえず参照する場合
は、①英語版でも調べて信頼性をチェックしてから引用する。②項目名とURLアドレスと参照した日時を明
記する。
（2）webページ等の記事で用いてよいものは、官公庁等の公式HP、研究者がアップした論文など、専門的
知識をもつ団体・個人が書いており、執筆主体がはっきりしたものに限る。匿名記事を参照してはいけな
い。参照する場合は著者とURLと参照日時を明記すること。
（3）とはいうものの、図書ならなんでも信頼できるというわけでもない。信頼できる著者、出版社のもの
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を使う。どういうのが信頼できるか…。これはたくさん読んで慣れるしかない。
7　剽窃したら即アウト
・「剽窃」は「ひょうせつ」と読む。英語では、plagiarism（プレイジャリズム）と言う。ようするに「パ
クリ」、情報のソースを明示せずに他人の言葉やアイディアを自分のものとして利用することである。剽窃
はアカデミズムでは重大犯罪だ。大学生は少なくとも大学に在籍している間はアカデミックな世界の住人と
みなされる。したがって、剽窃は絶対に行なってはいけないし、もしばれたら単位取り消し等かなりのペナ
ルティを覚悟しなければならない。この授業でも、剽窃したら即、単位なし、というルールで行く。
・どのようなことをすると剽窃したことになるか。悪質な順に並べると以下の通り。
①Webにある文章をそのままコピペして自分の文章の一部にする
②他人が書いた文章を出典を明記せずに自分の文章の一部にする
③他人が書いた文章を、きちんとした引用の作法に従わずに引用する
④他人が書いた文章を、一部の語句を変更、語順を変更するなど、ちょっとだけ変えただけで自分の文章の
一部にする。たとえば、5にある引用文の場合、「哲学のいろいろな教説とか誤った論証のルールから、人
の心に入り込んだイドラがある。これを「劇場のイドラ」という。なぜなら、学説が受け入れられた数だ
け、架空的かつ舞台的な世界を作り出す芝居が、生み出され演ぜられたと考えられるからだ」みたいに書き
換えても剽窃。じゃ、どのくらい書き換えればよいのか→8を見よ。
⑤他人の意見やアイディアを、出典を明記せずに自分の文章の一部にする
⑥参照した文献のリストがないレポート
・なんで大学教員は剽窃に厳しく対処しようとするのか
①レポート課題を課すねらいは、（i）問題を理解して、よく考え、妥当な答えを探る、という過程を体験
して、それがいかにたいへんであるかを体得して欲しい、（ii）文献を探したり他人の見解を要約したりす
るスキルを身につけて欲しい、（iii）まともな日本語を書けるようになって欲しい、（iv）表現を選んだ
り、自分なりの説得力ある例を考えたりすることで、文章表現力を身につけて欲しい、といったところにあ
る。剽窃されると、こうしたことがすべてナンセンスになる。
②大学教員はそもそも、新しいことを考え、それを自分の言葉で表現することを仕事にしている。この２つ
のことはたいへんなことだということを分かっているし、そのために努力している。だから、自分の書いた
文章も他人の書いた文章も敬意をもって扱ってほしいと思う。剽窃のような、そのあたりの敬意の欠けた行
為にはむちゃくちゃ腹が立つ。
・剽窃は本人のためにならない。それはなぜか。
①ほぼ100％ばれてペナルティを受ける（パクリ箇所だけ妙に文章が上手で地の文の下手さとバランスがと
れていない。文章のつなぎ目がおかしい。学生には使えそうにない表現や難しい語彙が含まれている。妙に
斬新なアイディアが含まれている。他の学生も同じ箇所をパクる）。
②文章を添削・指導してもらい、文章力を高める機会を自分で台無しにしてしまう。学費もったいない。
③とにかく単位さえもらえりゃいいや、バレなきゃラッキー、という態度を続けると卒業時に確実にアホに
なっている。
④以上のことがわかっていない自分のアホさかげんを周囲に知らせてしまう。恥ずかしい。
8　剽窃と言われないで、他の人の考えを自分の文章中で利用する正当な方法
（1）原文から変更なしに書き写したものは、とにかく5の引用作法に従う
（2）原文をそのまま引用するのではないが、他人の書いたものを自分の文章中で使いたいときは、次のよ
うにする。
①ベーコンの『ノヴム・オルガヌム』によれば、…と書き出す
②そのあと、原文をパラフレーズしたものを書く。ただし、単語を置き換えたり語順を変えたりしただけで
はだめ。
③まず、使いたい原文をよく読む。本を閉じて原文を見ないようにして、自分の言葉でその原文に書かれて
いた考えを復元する。自分なりに考えた実例や、より分かりやすくするための説明を加えるとベター。最後
に、原文と自分の文章を比べて、不正確なことを書いていないか、同じ表現をそのまま使ってしまっていな
いかを確認する。
④利用した部分の最後に（ベーコン『ノヴム・オルガヌム』岩波文庫、p.78）といった具合に出典をつけ
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る。
●7　情報源の信頼性の吟味をする習慣を身につけさせる
（1）Wikipedia対策のための課題
「Wikipediaってどうよ？」
　 みなさんがレポートとかですぐに頼りにするWikipedia（http://ja.wikipedia.org/wiki/）ですが、項目
によって信頼性や記述の妥当性にばらつきがあることが指摘されています。試み自体は素晴らしいと思いま
すが、あくまでも成長過程にあるものとしてつきあうのがよろしい。少なくとも、同じ項目を日本語版と英
語版で引いてみるくらいのことはしましょう。さてそこで、スペインの画家Salvador Daliについて日本語
版と英語版で引いてみて、それを比較して次の問に答えて下さい。（1）まず、英語版と日本語版の全体的
な違いを指摘してください。英語版の方が長いとか、英語版の方が詳しいといった小学生でも書けることは
不可。（2）ダリは幼くして死んだ兄がいて、同じ「サルバドール」という名前をつけられたのですが、こ
のことが少年ダリに大きな影響を与えた、と日本語版には書いてあります。英語版にはどう書いてあるで
しょうか。（3）ダリがマドリードのサンフェルナンド美術学校に入学したのは、それぞれいつと書いてあ
りますか。（4）ダリがガラ夫人と結婚したのはいつでしょう。 日本語版と英語版ではそれぞれいつ、と書
いてありますか。（5）ほかに記述の食い違いを見つけましたか？あれば書いてください。
（2）Wikipedia課題で気づいて欲しいこと
・信頼性の低さ←記述のズレ
・日本語版には出典がほとんど書かれていないこと
・出典は書籍であること
（3）websiteからの引用のためのルールを明示
（4）安易に「調査」やアンケートをさせない。むしろ、公的な統計や一次文献にあたって、そこから言え
ることを考えさせる。
●8　分かりにくい文章を書き直すトレーニングを行う
（1）まず、わざと分かりにくくした例文を用意する
（2）何を言っているのかを解釈してもらう
（3）それを分かりやすく表現するにはどのようにすればよいかを考え、文章を直す
【例文】ヒップホップは、家や学校や公園でのライブとしてダンスが確固たる地位を確定しつつあった
1970年代後半、つまり白人低所得者層を中心的担い手とするディスコ文化がその最盛期を過ぎつつあった
ものの、まだヒスパニック系住民によるエスニック音楽の移入が本格化する機は熟していなかった、アメリ
カ都市部での音楽文化のいわば空白期にあって、ニューヨークとりわけブロンクス、ブルックリンといった
地域に潜在する新しい音楽への要求が高まる中にあって、都市郊外型ダンス音楽として出発した。
●9　論文のテーマ決めにたっぷり時間を使ってつきあう
書く時間より、問いを育てて明確化する時間の方が長く必要
・それは問いになっているか
・答えの出る問いか
・簡単に答えが出てしまう問いではないか
・何を言えば答えたことになるのか
・サブ問題に分割
・「君の答えをひと言で言うと？」
・その答えのもっともらしさを高めるには何を言わねばならないか
以上を面談しながら指導していく
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